




 

 PMD 患者は青年期をすぎ精神活動が活発になるにつれ、一方、身体的機能は

低下し、その行動領域も車椅子では非常に狭あいなものとなり、心身のアンバ

ランスを程してくる。かって我々は、スロープ・芝生・段差での走行を克服し、

少しでもその行動領域を拡大するために、PMD 用電動車椅子の改良に着手して

来た。ところが電動車椅子だと、患者 1人につき 1台というような充足が要求

されること、また、残存機能尊重の上から、車椅子走行が少しでもできる者へ

の使用は望ましくなく、患者側の協力も得られにくいことなどの問題がある。

そこで我々は、そのような問題解消のため、電動車椅子の機能に加えて、電動

と手動とをケース・バイ・ケースに応じて使い分けられ、しかもそのチエンジ

が簡単にでき、介助者を必要としない車椅子牽引車の開発に着手し、次のよう

な利点を得たので報告する。 


